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身
時
代
」
は
「
父
子
世
帯
」
と
と
も
に
満
足

度
は
低
く
、ど
ち
ら
も「
仕
事
全
体
満
足
度
」

は
▼
〇
・
一
一
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
不
満

方
向
に
重
心
が
あ
る
。
女
性
は
プ
ラ
ス
方
向

で
あ
る
も
の
の
満
足
度
は
低
く
、
と
り
わ
け

「
仕
事
全
体
満
足
度
」
は
〇
・
〇
七
と
わ
ず

か
な
プ
ラ
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
男
性
の
「
夫
婦
時
代
」（
就
業
者
ベ

ー
ス
で
「
生
活
満
足
度
」
は
〇
・
五
九
に
対

し
て
「
仕
事
全
体
満
足
度
」
は
〇
・
一
四
）

や
「
育
児
・
子
育
て
期
」（
同
〇
・
四
八
に
対

し
て
〇
・
一
七
）
で
は
、「
生
活
満
足
度
」
に

比
べ
て
「
仕
事
満
足
度
」
が
相
対
的
に
か
な

り
低
く
な
っ
て
い
る
。
女
性
で
は
、
男
性
と

比
較
す
る
と
水
準
そ
の
も
の
は
高
い
も
の
の

「
生
活
満
足
度
」に
比
べ
て「
仕
事
満
足
度
」

が
相
対
的
に
低
い
傾
向
は
同
様
に
み
ら
れ
る

（
図
１
ー
１
及
び
図
１
ー
２
）。

　

ス
テ
ー
ジ
別
に
満
足
度
を
み
た
と
き
、「
父

子
・
母
子
世
帯
」
を
し
ば
ら
く
置
く
と
す
れ

ば
、「
独
身
時
代
」
の
満
足
度
の
低
さ
が
目
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、他
の
ス
テ
ー
ジ
で
は「
生

活
満
足
度
」
が
総
じ
て
高
め
で
あ
る
の
に
対

し
て
、「
独
身
時
代
」
で
は
「
生
活
満
足
度
」

も
「
仕
事
満
足
度
」
と
同
程
度
に
低
調
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
生
活
満
足
度
」の
低
さ
は「
仕

事
満
足
度
」
の
低
さ
に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
も
い
え
る
状
況
に
あ
る（
４
）。

紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
、
他
に
も
注
目
す
べ

き
層
も
あ
る
が
、本
稿
で
は「
元
気
が
な
い
」

（
＝
「
元
気
が
出
せ
な
い
」）
層
の
第
一
と

し
て
「
独
身
時
代
」、
そ
の
中
で
も
特
に
男

性
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
今
回
の
調
査
結
果
を

み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い（
５
）。

「
賃
金
・
収
入
」
の
ほ
か
の
項
目

に
も
注
目

　

項
目
別
の
仕
事
満
足
度
を
み
て
み
よ
う

今
回
の
調
査
の
意
義

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
平
成
二
一
年
度
日
本
人
の

就
業
実
態
に
関
す
る
総
合
調
査
」
は
、
個
人

を
対
象
と
し
た
文
字
通
り
「
総
合
調
査
」
で

あ
る
。
働
い
て
い
る
人
々
と
と
も
に
現
在
無

業
の
人
も
対
象
に
、
調
査
時
点
で
の
日
本
人

の
就
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が
網
羅

的
に
整
備
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い（
１
）。
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
の
結
果
に
つ
い
て
も
意
義
が

あ
る
が
、
個
々
に
は
他
の
調
査
で
も
知
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
、
こ

の
調
査
が
今
後
数
年
お
き
に
実
施
さ
れ
て
、

時
系
列
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

よ
り
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
第
一
回
目
で
あ
る
今
回
の
段
階
で

は
、
通
常
の
場
合
は
同
じ
調
査
の
中
で
把
握

さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
項
目
同
士
を
ク

ロ
ス
し
て
み
る
こ
と
に
、
よ
り
多
く
の
価
値

が
あ
る
。
詳
細
な
分
析
に
は
必
ず
し
も
適
さ

な
い
が
、
何
ら
か
の
問
題
意
識
を
持
っ
た
場

合
に
、
こ
の
調
査
デ
ー
タ
を
使
っ
て
素
朴
で

基
礎
的
な
分
析
を
し
て
み
れ
ば
、
あ
る
程
度

の
方
向
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
宝
と
し
て

大
切
に
活
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
個
人
を
対
象
と
し
た
調
査
な

ら
で
は
の
も
の
と
し
て
、
人
々
の
ラ
イ
フ
・

ス
テ
ー
ジ
別
に
み
た
満
足
度
に
つ
い
て
、
素

朴
で
基
礎
的
な
分
析
を
し
た
結
果
を
紹
介
し

た
い
。
ど
こ
と
な
く
「
元
気
が
な
い
」
印
象

の
あ
る
わ
が
国
の
現
状
に
関
し
て
、
ど
う
し

た
層
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
次
第
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
の
集
計
上
の

定
義

　

こ
こ
で
は
、
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
を
次
の

よ
う
に
定
義
し
た
。
す
べ
て
の
人
々
が
こ
れ

ら
を
順
次
経
験
す
る
と
い
う
想
定
で
は
な
い

の
で
、
年
代
と
の
関
連
は
希
薄
に
し
て
あ
る

（
２
）。
し
た
が
っ
て
、
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ

と
い
う
よ
り
も
「
世
帯
類
型
」
と
い
っ
た
方

が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

「
学
校
時
代
」
…
二
〇
～
二
九
歳
で
在
学
中
、

無
業
又
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
人
。

「
独
身
時
代
」
…
学
校
を
卒
業
し
、
配
偶
者

も
子
ど
も
も
い
な
い
五
九
歳
ま
で
の
人
。

「
夫
婦
時
代
」
…
学
校
を
卒
業
し
、
配
偶
者

の
い
る
人
で
、
子
ど
も
の
い
な
い
五
九

歳
ま
で
の
人
。

「
育
児
・
子
育
て
期
」
…
学
校
を
卒
業
し
、

配
偶
者
と
子
ど
も
の
い
る
五
九
歳
ま
で

の
人
。

「
父
子
・
母
子
世
帯
」
…
学
校
を
卒
業
し
、

現
在
配
偶
者
は
い
な
い
が
子
ど
も
の
い

る
五
九
歳
ま
で
の
人
。

「
引
退
前
期
」
…
六
〇
～
六
五
歳
の
人（
３
）。

満
足
度
の
取
扱
い

　

今
回
の
調
査
で
は
、
仕
事
に
関
す
る
満
足

度
と
し
て
、「
仕
事
全
体
」
と
と
も
に
「
賃
金
、

収
入
」
や
「
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇
」
な

ど
九
項
目
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
「
自
分
の
生

活
」
に
つ
い
て
、「
満
足
」
か
ら
「
不
満
」
ま

で
五
件
法
で
回
答
を
得
て
い
る
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
者
（
ケ
ー
ス
）
で
「
満
足
」

で
あ
れ
ば
二
を
、「
や
や
満
足
」
に
は
一
、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
に
〇
、「
や
や
不
満
」

に
マ
イ
ナ
ス
一
、「
不
満
」
に
マ
イ
ナ
ス
二
を

与
え
て
数
値
（
コ
ー
ド
）
化
し
て
分
析
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
あ
る
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
数
値
化
し
た
満
足
度
の
平
均
が

「
〇
・
八
」
と
な
れ
ば
、「
や
や
満
足
」
の
範

囲
の
中
で
少
し
「
満
足
」
方
向
に
寄
っ
た
く

ら
い
に
重
心
が
あ
る
の
だ
と
評
価
で
き
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
誤
読
を
防
ぐ
た
め
に
、
マ

イ
ナ
ス
を
表
す
記
号
と
し
て
本
文
中
で
は

「
▼
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。「
マ
イ

ナ
ス
一
」
は
「
▼
一
」
と
表
記
す
る
。

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
別
の
満
足
度

概
観

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
満
足
度
の

平
均
を
と
っ
て
み
る
と
、「
独
身
時
代
」
の
満

足
度
の
低
さ
が
み
ら
れ
る
。
男
性
で
は
「
独

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
別
に
み
た
満
足
度
と
課
題

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
席
統
括
研
究
員
　
浅
尾
　
裕
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（
図
２
）（
６
）。
ま
ず
「
独
身
時
代
」
の
男
性

を
み
る
と
、「
賃
金
、収
入
」
満
足
度
が
▼
〇
・

五
二
と
か
な
り
低
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る

と
と
も
に
、「
評
価
」（
調
査
票
上
の
表
記
に
つ

い
て
、他
の
項
目
も
含
め
て
図
の
脚
注
参
照
）

が
▼
〇
・
二
一
と
次
い
で
低
く
、「
労
働
時
間
」、

「
仕
事
の
量
」、「
安
定
性
」、「
能
力
開
発
機
会
」

な
ど
が
不
満
方
向
に
重
心
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
「
賃
金
、
収
入
」
や
「
評
価
」
な
ど
の
満

足
度
の
低
さ
は
他
の
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
男
性

に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、（
雇
用
・

就
業
の
）「
安
定
性
」
は
他
の
ス
テ
ー
ジ
と
は

か
な
り
異
な
る
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま

た
、「
独
身
時
代
」
の
男
性
に
お
い
て
も
満
足

度
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る「
仕
事
の
内
容
」

や
「
人
間
関
係
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
水
準

は
他
の
ス
テ
ー
ジ
よ
り
相
対
的
に
低
く
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、「
独
身
時
代
」
の
女
性
に
つ
い
て
み

る
と
、「
賃
金
、
収
入
」
及
び
「
評
価
」
の
満

足
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
男

性
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
〇
・
一
～

〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
程
度
水
準
が
高
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
総
じ
て
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え
る（
７
）。

　

ま
ず
は
、男
性
を
中
心
と
し
た「
安
定
性
」

満
足
度
の
低
さ
に
着
目
し
た
い
。

雇
用
・
就
業
形
態
別
満
足
度
か
ら

　

雇
用
・
就
業
の
「
安
定
性
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
雇
用
・
就
業
形
態
別
の
満
足

度
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
１
が
「
独
身

時
代
」
の
男
性
に
つ
い
て
雇
用
・
就
業
形
態

別
に
満
足
度
（
コ
ー
ド
の
平
均
値
）
を
集
計

し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
雇
用
・
就
業

形
態
は
職
場
で
の
呼
称
を
ベ
ー
ス
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。

　
「
安
定
性
」
の
満
足
度
を
み
る
と
、
正
社

員
で
は
〇
・
〇
七
と
わ
ず
か
な
が
ら
プ
ラ
ス

で
あ
る
の
に
対
し
て
、ア
ル
バ
イ
ト
（
▼
〇
・

九
三
）、
派
遣
労
働
者
（
▼
〇
・
八
三
）
な

ど
フ
ル
タ
イ
ム
系
の
非
正
規
雇
用
の
人
は
強

い
不
満
（
安
）
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
新
規
学
卒
労
働
市
場
の
構
造
変
化
の

中
で
、
若
年
期
に
お
い
て
非
正
規
で
働
く

人
々
の
増
大
が
、「
独
身
時
代
」
男
性
の
満
足

度
の
低
さ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
、
正
社
員
と
な
っ
た
場
合
に

も
問
題
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
「
安
定
性
」
の
満
足
度
が
満
足
域
・
不

満
域
の
境
界
ぎ
り
ぎ
り
に
あ
り
、
高
い
と
は

い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
安
定
性
」
だ
け

で
み
れ
ば
、
パ
ー
ト
の
方
が
上
回
っ
て
さ
え

い
る
。
他
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、正
社
員
の「
安

定
性
」
満
足
度
は
〇
・
五
程
度
あ
る
の
に
比

べ
て
も
低
い
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ

て
、「
独
身
時
代
」
男
性
正
社
員
の
「
仕
事
全

体
」
満
足
度
は
▼
〇
・
一
一
と
不
満
域
に
重

心
が
あ
る
。「
生
活
満
足
度
」
は
、
正
社
員

の
み
が
満
足
域
に
あ
り
、
非
正
規
の
各
形
態

は
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
で
不
満
域
に
あ
る
こ
と

は
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
仕
事
に
関
す
る

満
足
度
に
つ
い
て
は
、
正
社
員
に
も
課
題
が

あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
表
１

の
項
目
別
満
足
度
で
み
る
と
、正
社
員
の「
労

働
時
間
」
満
足
度
は
▼
〇
・
一
八
と
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
除
き
も
っ
と
も
低
く
な
っ
て
い
る

（
８
）。「
労
働
時
間
」
以
外
に
も
、「
賃
金
、
収

入
」や「
仕
事
の
量
」、「
能
力
開
発
機
会
」、「
評

価
」
で
も
満
足
度
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
も
問
題
と
し
て
認
識

す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ

い
て
は
非
正
規
で
も
正
社
員
を
上
回
っ
て
満

足
度
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
雇
用
・
就
業
形

態
別
の
視
点
か
ら
は
、
と
り
わ
け
「
労
働
時

間
」
が
正
社
員
の
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

る
。

　

ま
た
、上
述
の
よ
う
に「
能
力
開
発
機
会
」

の
問
題
が
、「
独
身
時
代
」
男
性
の
正
規
・
非

正
規
共
通
の
課
題
と
し
て
あ
る
。「
能
力
開

発
機
会
」
の
満
足
度
を
雇
用
・
就
業
形
態
別

に
み
る
と
、
派
遣
労
働
者
が
▼
一
・
〇
八
で

も
っ
と
も
低
く
、
次
い
で
ア
ル
バ
イ
ト
（
▼

〇
・
四
七
）、
契
約
社
員
（
▼
〇
・
二
〇
）

が
続
き
、
正
社
員
（
▼
〇
・
〇
四
）
も
わ
ず

か
な
が
ら
不
満
域
に
あ
る
。

　
「
能
力
開
発
機
会
」
の
満
足
度
は
、
能
力

開
発
に
対
す
る
勤
め
先
の
熱
心
度
に
影
響
さ

れ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調

査
で
は
、
例
え
ば
「
会
社
は
社
員
の
能
力
開

発
に
熱
心
で
あ
る
」
と
い
う
設
問
を
し
、
こ

れ
に
対
す
る
「
当
て
は
ま
り
」
度
を
尋
ね
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
雇
用
・
就
業
形
態
別
に

み
る
と
、
図
３
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
派

遣
労
働
者
で
「
当
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た

割
合
は
二
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員
な
ど
で

肯
定
方
向
の
回
答
割
合
が
相
対
的
に
低
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
社
員
で
も
、「
当
て
は

ま
る
」
と
「
や
や
当
て
は
ま
る
」
と
を
合
わ

せ
て
半
数
を
や
や
上
回
る
割
合
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

「
独
身
時
代
」
男
性
の
不
満
の
ワ
ケ

　

調
査
か
ら
、
働
く
人
々
の
満
足
度
を
ラ
イ

フ
・
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
み
る
と
、
男
性
を
中

心
に
「
独
身
時
代
」
の
満
足
度
が
生
活
面
・

仕
事
面
と
も
に
と
り
わ
け
低
く
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
仕
事
の
項
目
別
満
足
度
を
通
し
て

図１－２　生活と仕事の総合満足度（女性）

図１ー１　生活と仕事の総合満足度（男性）

資料出所：JILPT「平成 21年度日本人の就業実態に関する総合調査」データから作成
（注）　仕事に関する満足度は、現在仕事のある人（就業者）の回答である。
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そ
の
要
因
を
探
っ
て
み
る
と
、
雇
用
の
「
安

定
性
」
や
「
能
力
開
発
機
会
」
の
不
足
が
背

景
に
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
若
年
期
の
雇
用
に
お
い
て
非
正
規

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
が
、

同
時
に
正
社
員
に
関
す
る
問
題
・
課
題
で
も

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
正
社
員
特
有
の
課
題
と

し
て
「
労
働
時
間
」（
の
長
さ
）
が
あ
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
る
。

　
「
独
身
時
代
」
と
は
、
職
業
生
活
・
生
涯

の
初
期
に
当
た
り
、
そ
の
基
盤
を
形
成
す
る

べ
き
時
期
に
当
た
る
。
そ
の
時
期
に
あ
る

人
々
が
こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
、
満
た
さ
れ

な
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
は
、
労
働
政

策
の
最
重
要
課
題
の
一
丁
目
一
番
地
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
の
で

図２　男女就業者のライフ・ステージ別仕事に関する満足度

資料出所：JILPT「平成２１年度日本人の就業実態に関する総合調査」データから作成
（注）１）項目の表示は、一部省略表記している。調査票上の表記は次のとおりである。
　　　　○�労働時間：「労働時間、休日・休暇」　○作業環境：「作業環境（温度、騒音、禁煙、休憩設備など）」　○人間関係：「職場の人間

関係」
　　　　○�安定性：「雇用・就業の安定性」　○能力開発機会：仕事に役立つ能力や知識を身につける機会　○会社からの評価：能力・実績

に対する会社からの評価
　　　２）点線で囲まれた項目は、「仕事全体」満足度を９つの項目別満足度で回帰したとき（ＯＬＳ）、有意となった項目である。
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は
な
い
か
。
わ
が
国
で
は
長
い
間
、
新
規
学

卒
労
働
市
場
が
良
好
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

示
し
て
き
た
た
め
に
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題

に
対
す
る
対
応
へ
の
必
要
性
の
認
識
が
弱
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
ぎ
去
っ
て
久
し
い
良

好
な
時
代
に
職
業
生
活
・
生
涯
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
人
々
は
、
意
識
的
に
こ
の
問
題
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
そ
の

記
憶
に
無
意
識
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
問
題
へ
の
対
応
は
、
他
の
課
題
類

型
以
上
に
、
既
定
の
思
考
枠
組
み
を
抑
制
し

純
粋
経
験
に
遡
っ
た
実
態
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
こ
の
問
題
を
真
摯
に
フ
ォ
ロ
ー
し
続

け
て
き
て
い
る
専
門
家
の
意
見
を
尊
重
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

評
価
軸
の
棚
卸
し

　

筆
者
は
確
認
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
寄
ら
ば
大
樹
の
陰
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の

と
お
り
、
依
然
、
新
規
学
卒
者
を
中
心
に
若

い
人
々
に
は
大
規
模
企
業
・
銘
柄
企
業
指
向

の
風
潮
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
真

偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
独
身
時
代
」
の

人
々
に
つ
い
て
、
勤
務
先
の
企
業
規
模
別
に

満
足
度
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
図
４
ー
１
、

図
４
ー
２
）。
ま
ず
、男
性
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

「
仕
事
全
体
」
満
足
度
は
、
確
か
に
規
模
が

大
き
い
ほ
ど
満
足
度
が
高
く
な
る
（
不
満
度

が
小
さ
く
な
る
）
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か

し
一
方
、「
生
活
満
足
度
」
を
み
る
と
、
規
模

に
よ
る
傾
向
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
一
〇
〇

～
二
九
九
人
規
模
が
他
よ
り
も
や
や
抜
き
ん

出
て
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

女
性
に
つ
い
て
み
る
と
、男
性
と
は
逆
に「
仕

事
全
体
」
満
足
度
に
は
む
し
ろ
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
一

方
、「
生
活
満
足
度
」
は
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
緩
や
か
に
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
が
、
一

〇
〇
～
二
九
九
人
規
模
で
他
よ
り
も
満
足
度

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

「
生
活
満
足
度
」と
い
う
こ
と
に
限
れ
ば
、「
独

身
時
代
」
の
人
々
の
間
で
は
、
中
堅
規
模
の

や
や
小
さ
な
方
の
規
模
で
働
い
て

い
る
場
合
に
も
っ
と
も
満
足
度
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
就
職
希
望
先
の
選

択
は
本
人
の
希
望
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合

に
も
、
こ
う
し
た
冷
静
な
情
報
も

適
宜
提
供
さ
れ
、
先
入
主
に
あ
ま

り
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
選
択

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

古
典
的
な
課
題

　

本
稿
の
最
後
に
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
論
点
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

提
示
し
て
お
こ
う
。
今
回
の
調
査

で
は
、
現
在
就
業
し
て
い
る
人
ば

か
り
で
な
く
無
業
の
人
も
対
象
に

し
て
い
る
。
回
答
者
の
う
ち
男
性

は
一
二
・
一
％
、
女
性
は
三
三
・

五
％
が
無
業
で
あ
っ
た
。

　

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
別
に
無
業

者
を
就
業
希
望
の
有
無
に
よ
り
分

け
て
「
生
活
満
足
度
」
を
み
た
の

が
図
５
で
あ
る
。
就
業
希
望
で
無
業
の
人
々

の
「
生
活
満
足
度
」
の
低
さ
は
、
多
く
の
場

合
群
を
抜
い
て
い
る
。
男
性
を
み
る
と
、「
父

子
世
帯
」（
▼
一
・
四
〇
）
は
も
と
よ
り
、「
独

身
時
代
」（
▼
一
・
一
六
）
や
「
夫
婦
時
代
」

（
▼
一
・
三
三
）
で
も
留
保
な
し
の
「
不
満
」

域
に
重
心
が
あ
る（
９
）。
女
性
は
無
業
で
就

業
希
望
で
あ
っ
て
も
満
足
方
向
に
あ
る
こ
と

が
多
い
が
、そ
の
中
に
あ
っ
て「
独
身
時
代
」

で
は
▼
〇
・
七
七
と
か
な
り
の
不
満
方
向
に

あ
る
。

　

働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
人
々
が
職
に
就
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
人
々
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
課
題
で
あ

り
、
こ
れ
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
を
今
回

の
調
査
結
果
は
強
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

〔
注
〕

１
．
こ
の
調
査
は
、「
定
点
観
測
的
調
査
」
と
し
て
今
後
数

年
お
き
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
企
画
さ
れ

た
。
調
査
項
目
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
稲
上
前
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
理
事
長
の
下
に
数
名
の
研
究
員
も
参
加
し
た
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
ほ
ぼ
一
年
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ

た
。

２
．
と
は
い
え
、
結
果
と
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
た
層

の
年
齢
分
布
（
五
歳
刻
み
）
を
み
る
と
、「
独
身
時
代
」

は
二
〇
～
四
四
歳
、「
夫
婦
時
代
」
は
三
〇
～
四
九
歳
、

「
育
児
・
子
育
て
期
」
は
三
五
歳
以
上
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
な
お
、「
父
子
・
母
子
世
帯
」
は
四
〇
歳
以
上
が

多
い
。

３
．
今
回
の
調
査
で
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
人

が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
簡
単
な
モ
デ
ル
に
よ
り
「
生
活
満
足
度
」
を
説
明
変

数
と
す
る
回
帰
分
析
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
を
し
た
結
果
、「
仕
事

全
体
満
足
度
」
は
一
％
未
満
水
準
で
有
意
で
、
そ
の
係

数
は
〇
・
四
九
二
と
高
く
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
有
意

と
な
っ
た
項
目
に
は
、
企
業
規
模
（
小
規
模
勤
務
の
と

き
係
数
マ
イ
ナ
ス
）、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
る

こ
と
（
係
数
マ
イ
ナ
ス
）、世
帯
収
入
（
係
数
プ
ラ
ス
）

が
あ
っ
た
。

５
．
こ
の
調
査
の
網
羅
的
な
報
告
と
し
て
別
途
ま
と
め
ら

表１　雇用・就業形態別満足度（「独身時代」男性）

資料出所：JILPT「平成 21年度日本人の就業実態に関する総合調査」データから作成

図３　雇用・就業形態別会社の能力開発への熱心度の認識

資料出所：JILPT「平成 21年度日本人の就業実態に関する総合調査」データから作成
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れ
る
「
調
査
シ
リ
ー
ズ
」

に
お
い
て
は
、
例
え
ば
「
父

子
・
母
子
世
帯
」
や
「
育
児
・

子
育
て
期
」
な
ど
に
つ
い

て
も
、
や
や
詳
細
に
分
析

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

６
．
図
２
の
脚
注
に
あ
る
よ

う
に
、
点
線
の
楕
円
で
囲

ま
れ
た
項
目
は
「
仕
事
全

体
」
満
足
度
を
九
つ
の
項

目
別
満
足
度
で
回
帰
し
た

と
き
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）、
有
意
と

な
っ
た
項
目
で
あ
る
。
回

帰
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、

下
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

７
．
水
準
を
別
と
し
て
、
仕

事
満
足
度
体
系
の
男
女
間

で
の
類
似
性
は
他
の
ス
テ

ー
ジ
で
も
み
ら
れ
る
が
、

と
り
わ
け
「
独
身
時
代
」

で
強
い
と
の
印
象
を
受
け

る
。「
独
身
時
代
」
の
男
女

は
、
他
の
ス
テ
ー
ジ
よ
り

も
社
会
的
な
役
割
期
待
、し
た
が
っ
て「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

の
影
響
が
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

８
．「
労
働
時
間
」
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
方
が
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
数
が
少
な

い
の
で
結
論
づ
け
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
正
社
員
の
場
合
で
は
労
働
時
間
が
長
く
な
る

ほ
ど
「
満
足
度
」
が
低
下
す
る
の
に
対
し
て
、
ア
ル
バ

イ
ト
で
は
逆
に
労
働
時
間
が
短
く
な
る
ほ
ど「
満
足
度
」

が
低
下
す
る
傾
向
が
や
や
み
ら
れ
て
い
る
。
正
社
員
と

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、「
労
働
時
間
」
の
問
題
の
性
質
が
ま

っ
た
く
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

９
．「
育
児
・
子
育
て
期
」
の
男
性
無
業
者
は
、「
就
業
希

望
あ
り
」
が
〇
・
〇
〇
、「
就
業
希
望
な
し
」
が
▼
〇
・

八
三
と
他
の
ス
テ
ー
ジ
に
比
べ
や
や
変
則
的
な
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
の
無
業
者
は
一
・
九
％

を
占
め
る
に
と
ど
ま
り
、
調
査
と
し
て
も
ケ
ー
ス
数
も

少
な
い
面
が
あ
る
の
で
確
定
的
に
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
が
、「
配
偶
者
と
子
供
」
が
い
る
場
合
に
は
、「
失
業
」

中
で
あ
っ
て
も
こ
と
「
生
活
満
足
度
」
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
低
く
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
一
方
「
就
業
希
望
な
し
」
の
背
景
に
は
、
健
康

状
態
な
ど
何
ら
か
の
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
が
満

足
度
を
低
く
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

あ
さ
お
・
ゆ
た
か
／
一
九
五
三
年
大
阪
府
出

身
。
一
九
七
六
年
労
働
省
入
省
。
二
〇
〇
一

年
か
ら
日
本
労
働
研
究
機
構
（
現
・
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
）。
最
近
著
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
一
二
七

「
妻
か
ら
み
た
夫
の
労
働
時
間
」
な
ど
。

図４－１　「独身時代」男性企業規模別満足度 図４－２　「独身時代」女性企業規模別満足度

図５　男女無業者の就業希望の有無別生活満足度

資料出所：JILPT「平成 21年度日本人の就業実態に関する総合調査」データから作成
（注）　父子世帯では、「就業希望なし」は該当がなかった。

（参考）�「仕事全体」満足度を被説明変数とし、各事項
別満足度による回帰（ＯＬＳ）の回帰係数


